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Inspire the Next 



日立 IIH I クッ丰ングヒーター I 家庭用 

取扱説明書•料理集 


型式 HT 一 B8 

( ブラック） 

型式 HT-B8S 

( シルバ—） 

型式 HT—B8FS 

( シルバ—） 

型式 HT-B8VVS 

( シルバー ) 

型式 HT-B8VVFS 

( シルバ—） 


トッププレート幅 60 cm 


トッププレート幅 60 cm 

(レンジフードフアン連動システム付) 


トッププレート幅 75 cm 


トッププレート幅 /5 cm 
(レンジフードフアン連動システム付) 


保証書 • 設置工事説明書別添付 


このたびは日立山出クッキングヒーターをお買い上げいたださ、まことにありが 
(^ございました。 この取扱説明書をお読みになり、正しくお使いくだをい。 

i 言^みになったあとは、保証書、設置工事説明書とともに大切に保存してくださし、。 

|^安全上のご注意」 r 今 P .6 〜 9] をお読みいただを、正しくお使いください。 




HT-B8S 


HT-B8WFS 




















































ご使用になる前に 


大义カダブル IH ヒーター 


♦鉄やステンレス銷加熱で 3.0 kW の大义力だか5、 
使いなれた金属おで思い通りにクッキング。 




IH 加熟の原理(イメージ図） 


コイルに巧流を流すと描力規ぴ発をします。 
このな力巧の中に销を■くと销にラず巧济 
び発生し、染のち気お巧によって巧自体び 
発みしまず。 


ワイド&ビッグ r ケムレス水なしグリル J 


♦さんま已尾を一度に焼き上げ。 26 cm (1 0インチ） 
のピヴを丸ごと焼ける。 

♦おいしく焼けて手間し、!5ず r 水なし自動両面巧き」。 
♦気になる煙•におし巧カット r 脱臭機能付 J 。 


材料の温度、大きさ、画く位■によ 
つて、焦げ目びつさにくい場合があ 
ります。席き色び薄いときは追加焼 
さをしてください。 gl 3 cg | 



3□すべて上面操作 


音きガイド 


♦操作パネルを、3口 
すべて上面に配置。 
調巧の具合を確認 
しなびら、6くな 
姿勢で义加ミ商調節。 


L 操作部に水が付いたりすると、表示部に 
|四 が 表あさ n まず。表をを、約1〇巧 
r 経画 f ると、を全のために通蛮を惇止し 
まず。 

再度通垂したし倡合は、操作手)頃をもう 
-度袋り返してください。 gTJgjrjn-l 


•自動調理終了時 
やミ全機能び働 
し)たときに音声 
でお知5せ。 
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を<じ 


顧サィ：； ;の投Iめもの•ストキ 

参炒めちのやステーキの 
みめ手は、乂力の調節 
とタイ S ング。 

調の予熱を検知して. 

食材を入打る最適な夕 
イミングをお知らせ。 


巧える、巧えないフラ 
イバンがあります。 
巧ず BJRI に記な 
のフライバンをご使用 
ください。 


通巧してしば6くの陆 
前回の調理でヒーター 
に巧いた阻が力晩 I され、 
においや煙が出ること 
があ D まず。 


音寅ガイドは，音量の 
围面ゃ0を直しができ 
ます。 

必暫でないとさは、切 
ることをでさまず， 

巧 


ご巧巧の巧 I ; 


•ち部のなまえ.操ホ/ ネル.付属品 . 4 

♦奇全上のごま忌 . 6 

■[E クッキングヒーターでの調 a の手順 . 10 

♦使える鋪などをホ備する . 12 

参巧つておいていただきたいこと . 14 


ほいかた 


参ち•ちヒーターで調遇をする 

-ゆでる•煮る•蒸す■焼く-げめる-通める… 
•揚げる . 

-;-画を^';けめもの-ステーキ . 

♦ち•ちヒーターで自動讀理をずる 
-自動が飯 . 

-自動湯わかし . 

♦中巧ヒーターで記理をずる 

-ゆでる•煮る•蒸ず•焼く-げめる-温める… 

-煮込み-巧温 . 

•グリルで調巧をずる 
-クリル围巧①ポイント 
-ヴ U ルで自動謂理をする 
-グリルで手動お巧をずる 
-グリルで才ーブン围 J 里をする 

• 追加娩ををする . 

♦梗利に巧ラ 

-操作を□ツクずる . 

-音を①音畳設定-田!き直し 

-レンジフードフアン運動システムを使う . 

-メロディーをブザーに切り替える . 
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長くお巧いいただくために 


•お手入れ . 

♦お居かなとおったら- 
♦义力の目をについて- 


38 

42 


巧巧集 


化巧•その化 


•巧話とア フターサー ヒス 63 

• に相談あ口」… 63 

•仕様 . mm 
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さ部のなまえ-操作パネル-付属品 


をヒーター (IH:3kW) 


中央 ヒーター 
(1.2kW) 


ちヒーター (IH:3kW) 
吸•排気 カバーに 枚） 

仲に吸•排気□びあります。） 


凸マーク （4 箇所) 

目の不自由なちび、 

鍋をヒーターの中 
央に置くための目 
安です。 


グリル ヒーター 

焼網 - 

受皿 - 

グリルドア —— 

とつて - 




トッププレート 
-プレートワク 



上面操作パネル 


前面操作パネル 


グリル 

グリルドア-受皿-焼網は外して洗えます。 

f-^P. 40.411 


上面操作パネルのはた5を 


送信部※左ヒーター表示 


※送信部はレンジフードフアン連動システム付のみ 

中央ヒーター表示 ちヒーター表示送信部※ 



左ヒーター操作部 


左•ち•中央ヒーターを使 


ちヒー ター操作部 




IH ヒーターの r 乂力」「調理メニュー」「タイマー」 
の設定、 IH ヒーターの通電スタート•切を行いまず。 

♦火力設定、メニュー、運転状態などを表示します。 

♦乂力、メニューなど設定後、約10秒];^内に通電をスタートし 
ないと、設定は取り消されます。 


操作部に水び付いたりすると、表示部 
に^0 が表示されます。表示後、約 
10秒経過すると、安全のために通電 
を停止します。 

再度通電したい場合は、操作手順をもう 
一度繰り返してください。 


[- ►P.47、48 


[■» P .00 J は主な説明のあるページです。 
※イラストは、 HT - B 8 WFS で説明しています。 


If 广^ 


:— JV_ 


使用するときは、 
扉の中央（マー 
ク部）を巧して 
<ださい。 


胡/入 [ _ ] 


I ™ 願 5iSr， 、I E!g l 

に励画麵■寺 


前面操作パネ 
ル部開放時 



※収納するとさち扉の中央部(マーク部)を 
押してください。 



付属品 


♦天ふろ鍋 （ 1個）揚げもの調理をするときに使います。 

※他の調理(炒めちの•煮ちのなど）に使用しないでください。 
天ぷら鍋びさびたり、トッププレートび変色する恐れびあ 
0ます。 


部品の交換•追加購入 


2007年7月現在 


p |5 □□ る 

部品番号 

希望小売価格 

ホ巧網(消耗部品） 

HT - B 10 TS 005 

1，57曰円 (税抜1，已〇〇円） 

受 nn (消縮 B 品） 

HT - B 10 TS 007 

2,520円 （税お2,400円） 

天ぷ5鍋 

HTW -4 DF 024 

2,625円 （税抜2,已〇〇円） 


お買い上げの販売店にご相談ください。希望ル売価格は価格改定に伴い変更する場合びあります。 


前面操作/た ig レのはたらを 


電源 


グリ J レ表示操作 □ ック表示 


中央ヒ-夕-チャイルド 


電源 

の/入 


電源の入 • 切を巧いまず。 

♦スタートさせずに30分間放置する 
と自動的に電源が切れます。 


レンジフードを使う 


今 P .37 


I グリル I ms^saii 

1か焼き4ピザ I 
2切身•ひもの5グラタン I 
3つけ焼き6ホイル焼き 


mmirn 仕上 jb の/义〕/時間/温度 
魚焼さ•強 

•中 4 分 
補度/時間）•弱 で 


スタ-卜 


自動 




な上びり/乂力/時間/温度 


か司で硫し 


§ 


レンジ フー 

切 H 

ド ' 

照明 


中タヒ-夕-チャイルド 

声 1 

□ック □ック 





レンジフードの操作を巧いまず 。 I 

(レンジフードフアン連動システム付のみ） 


音声を使ラ 


音声ガイドを聞き直しまず。 
音量の変更や消音をしまず C 



3秒甲し 


グリル操作部 


音闘巧し 



グリルを使ラ 


今 P .26 〜34】 


グリルの「乂力」「調理メニュー」「タイマー」の設定、 
グリルの通電スタート•切を巧いまず。 

•乂力設定、メニュー、運転状態などを表示します。 

♦火力、メニューなど設定後、3分 m 内に通電をスタートしないと、 
設定は取り消されます。 


操作を□ックずる 


全ての操作または、中央ヒー 
ターのみの操作を□ックしまず。 

•□ックの設定•解除はボタンを3秒間 
押します。 

•設定内容は電源を切つてち記憶し 
ています。 


グリルをクリーニングずる 


グリルの庫内をクリーニング 
しまず 0 [- » P .41 ] 

♦クリーニングのときは、焼網、受皿を 
外してください。 


蠢資寛•霉<を • 付麗 
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※このな器は一股家庭用でず。業巧用にはお使いにならないでくださし、。 


お使いになる人や、ほかの人への危害、財産への損害を未然に防止するため、お守りいただくことを、次 
のよラに説明しています。また、本文中のを意事頂についてちよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

■ここに示したミ主意事項は 

表示内容を無視して誤った使いちをしたときに生じるを害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明して 
います。 


yy ^ ^この表示のおは、「死 t また 

/!\ち険は重傷を負ぅを険が差し迫る」 


A この表示の巧は、「死亡また 

A 警告 


A 


^この表示の巧は、「傷害を負うこ 
とが想定されるか、または物的損 
' 害の発ちび想定される J 内容です< 


0 


絵表示の例 


してはいけない r 禁止 J 内容でず。 


〇 


実行しなければならない「指示」内容 
です。 


の 危険 


♦义巧*感電*けびの原因にな日ます。 


本巧は 




な造はしない 

修理技術ち li (がの人は分解したり、修理を行わない 

修理はお買い上げの販売店または (- » P .63 ) 「ご巧設窓口」にご巧 
談ください。 



^4\ 


掛 警告 


参义巧-感電 • けがの原因にな日ます。 


巧付のとをは 


〇 

〇 


•プラグはコンセントの奥までしつ 
かり差し込む 

参プラグの巧や巧の取付部分にほこ 
りび付舍している場合はよく巧く 

参アースぞお実に取り付ける 
アースの取口付けは、巧気ェ串店または 
販売店にご相談<ださい。 


トス的触 e よ 


Q 参コードを巧つけたり、加工したり、 
無理に巧げたり、引っおったり、ね 
じったり、たばねたり、高温部に近 
づけたり、重いをのをのせたり、は 
さみ込んだりしない 
•電源コードやプラグび傷んでいた0、 
コンセントの差し込みがゆるいと 
をは使用しない 

•めれた手でプラグの巧き差しをしない 



























告 


•义巧 • 感電 • けがの原因にな0ます。 


調理中は 


〇 


•カレー、みそ汁などを煮たり温めたり 
ずるとさは乂力を弱めにし、とさどさ 
かさ混ぜる 

錫底になおしたみそやカレーのルーなどび溫まる 
と突がふさ上げたり、绍ががね上びることびあり、 
やけどやトツフフレートび割れる巧れびあります。 


巧用中(調理中)•巧用をは 


0 


•使用中や使用おしば S くはトツ 
ププレートやグリルドアおよび 
庫巧などの高温部に触れない 
•鍋•鍋のとってなどの高温部に 
触れない 


揚げをの調理中は 


0 


•揚げちの調理やはそばを離れない。 

•付属の天ぷら鍋 lil がは絶巧に使わない。 

銷底び変形したちのは使わない。 

-銷はヒーターの中央に置いて<ださい。 

-必ず揚げちの温度コント□ールを使用し、付属の天ぷ 
5銷で調理してください。(- » P .18 ) 

♦油は50 Og (560 mL ) 未満では調理しない。 
油は 50 Og (560mL) 〜 800 呂 OOOmL) の範囲で調理してくださ 
し、。鍋び違ったり巧量び少ないと、巧び遏熱され凳义する巧れぴあ〇 
ます。ま rcl 屋ゲタすぎると、あふれてやけどや乂災の原剧こなります。 

•油煙が多 < 出た5電源を切る。 



♦か'めもの•焼さちのなど油を使ラ料理をずると 
さちそばを離れないで < ださい。また、加熱し過 
ぎないように义力を調節してください。 


トッププレートの上は 


0 


♦トッププレートの上に乗ったり、物を落としたり、衝攀を加えない 

万一ひびが入ったり割れた場合は、電源と専用ブレーカーを切って使用を中止し、すぐに修理を依頼して 
<ださい。 

• トッププレートの上にカセットコン□•ボンベなど調理器具がのものは置かない 
• トッププレートの上に物を置かない 
下記の物は特にま意してください 
•可燃物や引火物（ふさん•紙•アルミホイル•油など） 


本体は 

0 


•吸-排気カバーやずき間にピンや針 
金などの異物を入れない 
•吸•排気□に指を入れない 
•吸-排気口に水を入れない 
•子供など取り巧いにす慣れな方だけで 
使用させたり、乳幼巧に触れさせない 
•カーテンなどの可燃物の近くで使用 
しない 

•本体にかをかけない 


巧用をは 


〇 


•使用後は電源を切る 
使わないとさは、前面操作パネル部 
を収納して空源を切って<ださい。 
長期不在のとさは専用ブレーカーを 
切ってください。 



安全上のごま意 
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安全上のごミ主意 (つづさ) 



♦义災•感電•けがの原因になります。 


巧用ずる方は 


、 

制 M 用ぺー スメーカーを お使いの方は、 
■ ■ ホ製 S のご使用にあたごて医師と よ 
くご相談ください 

本製品の動作びペースメーカーに影響を 

調理 lu がの用途に使用しない 


与えることびあります。 




使用中(調理中)•使用をは 


0 


•鍋は不安定なが態で使用しない 
•鍋の下に紙やシートを敷かない 
•吿詰やアルミ製容器やパック（うどん等び入った簡 
易容器）、アルミ道など、鍋 m 外のものを置かない 
スプーンなどの金属製ル物を置かない。 

•他の器具（ガスコン□など）であ5かじめ加熱 
した油を使わない 

揚げわの温度コント□ールび正しく働かず、異常過 
熱することびあります。 

•本体前方に物を置かない 
•空ださや必要じ(上に加熱をしない 

鍋底の薄いもの、反っているフライパンや鍋は強火で予熱 
するとホ熱する場合びあります。空だきなど異常に高温に 
なった場合、トッププレートび変色することびあります。 

•乂気を近づけない 

•吸•排気カバーをふさいだり、吸•排気カバー 
付近に手、顔、鍋のとってを近づけない 
• トッププレートの表示部や上面操作パネル部の 
上に、熱い鍋などを置かない 
• トッププレートの上に直接食材を置いて調理しない 
•使用中は本体か5離れない 
•使用中や使用後しば!5 くはトッププレートやグ 
リルドアおよび庫内などの高温部に触れない 
•鍋•鍋のとってなどの高温部に触れない 


〇 •揚げらの調理中は、飛び散る油に注意する 

•少量の油を入れて予熱ずる時や予熱の後で油 
を入れる時は加熱し過ざないように注意ずる 

発火の恐れびあります。 

•油煙び多く出た5電源を切る 
•シチュー、みそ汁などを煮たり温めたりずる 
ときは乂力を弱めにし、ときどきかき混ぜる 

水や調理物を加熱していると突然沸とうして飛び散ることびあります。 


グ IJ ル使用中に 

〇 •グリル使用中に調理 
物び発煙•発乂した 
場合は、すぐに電源 
を切り、次の手順で 
消乂する 

•消火するまでグリル 
ドアを開けない （空 
気び入り、炎び大きくなり 
ます。） 

①電源を切る 
②吸•排気カバー全体 
をめれたタオルでふ 
さぐ 

※このとさグリルドアの 
周囲から煙び出ます。 
③ 専用 ブレーカーを 切る 

※グ U ルドア（ガラス窓） 
に水をかけなし、访ラ 
スび割れます。） 



お手入れは 

〇 お手入れは必ず電源を 
切り本体び冷えてか5 
行う 
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グリルを使用ずると 



•使用中や使用後はグリルドア（ガラス） 


r 、 

•同じ食品を繰り返し調理しない 

|\ 1 にホをかけない 

\ V 胃温にな〕ているところに水をかけると割れる恐れびあります。 


r \ j 隹少量の調理物を長時間調理しない 

m - 獻する恐れびあります。 

•グリルドアを持って勢いよく引き出 
したり、持ち上げなび5引き出した 


隹使用中や使用後は、グリルドア、焼網、 

りまたグリルドアやレールに上か5 


纖墨 受皿、レ-ルは高温になっているの 

強い力を加えたりぶ5さが5ない 


WW で、お手入れをするときは十分冷え 

グ IJ ルドアや受皿•焼網など力'耀下して、やけどやけびをしたり、 


ていることを確認してかがう 

破損の願となります。 


隹グリルの庫内やレール•ホルター 

•受皿には、例えばアルミホイル•クッ夺ン 


や受皿は、魚などの脂びたま！5な 

グシート•オーブンシート•グリル石など 


いよう使用の都度掃除し、定期的 

を入れて使用しない 


にお手入れをずる 

油び過熱し、発煙•発义する恐れや自動調理びうまくできない 


※続けて使用するときは、麵にたまった脂 

ことびあります。 

^_ J 


を捨て、ミちれをされいに落としてください。 

L _ J 


お願い 


0 


•トッププレートの上で、阻]ジャー炊飯器 
など電磁誘導加熱の調理機器を使わない 

磁力線により本製品び故障する原因となります。 

•キャビネ；/卜体体姑ぶ I) に！！ほ料‘觸などを置かない 

排熱により、調昧料-食品などの変質の原因となります。 

隹前面操作パネル部に煮汁などを付けたまま収納しない 

煮汁び固まって前面操作パネル部び開かなくなる恐れびあります。 


•プレートワクを鍋底でこすったり、プレー 
トワクに熱い鍋を置かない 

ステンレスの傷付さ-変色の原因となります。 

• トッププレートの上に鍋のふたや受皿など 
を置かない 

乂災•故障の原因となります。 

※ヒーターび入ると加熱されます。 



•左•ちヒーターは磁力線が出ているため、隹止鍋やガラス鍋、直乂用魚焼き器は使わ 
磁気に弱いらのを近づけない 


•ラジオ • テレビ • 補聴器など（雑音の原励 
•キャッシュカ-ド • 磁気テ-プ • 自動改ネ调定期券など婦憶 
び消える原卸 

•市販の電磁調理器カバー金を使わない 


ない 

• 「 KM または [ MMS 付、 IH で使える」と表示している 
±鍋やガラス§!、献懸焼禪などでもあがによ〕てはクッ 
キングヒ-夕-び故障したり鍋び割れたりする場合びあります 
ので使わないでください。 


安全臟施 IX はた5かない原因。 

※ガラス製の板状のもので、トッププレ-卜の上にのせて、その上で画をすることでトッププレ-卜の測を防ぐもの。 



•上面の操作夺一に水などをこぼしたり、 
なべ底び触れたりすると誤動作すること 
があります 

すぐに取り除いてください。取り除いた直後はキ-操作を受け付 
けなしにとびあります。5秒ほど待〕てから操作してください。 


•ビルトインオーブンレンジと組み合わせて使用 
の場合、グリルドアのとっての溫度に注意する 

才-ブンレンジの排気でグリルドアのと〕てび熱くなる齢びあ 
ります。クッキングヒーターを使っていなくてち、オーブン 
レンジを使うと吸•排気カバ-部び熱くなる場合びあります。 


•酸の強い食品がついた場合はすぐふきとる•喜虫（ゴ夺ブリなど）が製品内に侵入ずる 

ジャム、レモン汁•齡使った飾□など碰置すると、トッププレ- と故障の原因になります 

卜、プレ-トワクび雜する願となります。 麵な殻 i 下でご使用ください。 




































QH ] クッキングヒーターでの調理の手順 


[ 保ミ届 I 

揚げもの雜コント□-ル ；I 
i _揚げる_1 


!:あ涅サイン 
ぶ!>めちの（けめる） 


適温サイみ 

テ—キ（焼く） 




► 


材料を焼網 
に載せる 


► 

► 


材料を鍋な 
どに入れ、 
ヒーターの 
中央に置く 


材料を焼網 
に載せる 


調理の種類 


調理（ヒーター）にあった鍋などを準備する 


© @j 

鍋底が平5で直径び 
. 1已〜吕 3 cm の鍋など 

_ 

' 鍋底が平らで直径が 

118〜20ごのの鍋など 

! 斥 P - 可 

1グリル1 1 

尸 .- 

S 器や型の高さは 4 cm 
^ L ソ下 r ^33 l 


ヒーター）にあった鍋などを準備す 


使える ヒーター J 

【使える鍋など 

© ® 

鍋底び平 5 で直径が 
に〜吕日 cm の鍋、や 
かん、フライ A ’ ンなど 

r 中央ヒーター 
资底が平 5 で直语が12~ 
L 20 cm の巧など J 

© ® 

揚げちのは必ず付属 
の天ぷ 5 銷を使ラ 

ザ. 12 

、適温サインには必ず 
：^ P .12 に記載のフ 
ライパンを使ラ 


鍋底が平 5 で直径び 
12 〜 20 cm の鍋など 

含 P .12〕. 

1グリル1 

器や型の高さは 4 cm 

L ソト [- » P .33] 


る るる 

でるす<めめ 

ゆ煮蒸焼炒温 


お好みで調理ずる 


自動で調理ずる 




































































































調理にあった义力、または 
メニューを設定し通電する 






調理のあとは 



左•も•中央ヒーター操作部 



電源 


グリル操作部 


左•ち ヒーター •グリル 


左•ちヒーター 〔•♦ P .16 〜241 
グリル I 今 P .26 〜 34] 

〇 電源を入れる 


電源 

の/入 


@ 乂力またはメニューを選ぶ 
感运） 


■ ■ ■ 


とろ乂弱乂中乂強乂 


グリル 


© 通電をスタートする 


スも 


感运) 



’スも 


グリル 


中巧ヒーター 


〇 電源を入れる 


Op -25： 


電源 

の/入 


乂力を巧す 



© 通電をスタートする 


スも 


■調理の仕上がり 
具合に合わせ、 
乂力を調節する 


感盾)喔) 


スタ-卜 


グリル 


•自動で調理しまず。 
メ □ディーが鳴り、 
自動的に通電を停止 
しまず。 

•グリル自動調理で焼 
さが足りないとさは 
追加焼きを巧ってく 
ださい0 口 Mcai 



■続けて使わな 
いとさは電源 
を切る 



■お手入れする 

「-» P .38 〜41 J 

参トッププレート 
参プレートワク 
参吸•排気カバー 
参吸気ロポケット 
•排気ロポケット 
•天ぷ5鍋 
参操作パネル 
参グリル部 


HI クッキングヒ—夕—での調理の手順 





























































お 

が 


底に反りや脚のあるお状 


了 


底がまるいおが 


反りや脚び 3 mmm 下 


X 


自動炊飯 

•鍋底の径び18〜20 cm 、 底の厚さ1(上のちの 
•鍋底び平らなもの（鍋底の凹凸（反りや脚）1下） 
•ホー□一鍋は焦げつさやすく、使用でさません。 


自動炊飯推奨鍋 に007年7月現沿品名：耐鍋 
型式：106087《希望ル売価格： 7|24日円(税ぁ6,90日円) 




※お買い上げの販売店にご相談ください。希望ル売価格は価格改定 
に伴い変更する場合びあります。 


アル5 •銅 



ガラス•陶磁器(±鍋など) 
直乂用魚焼を網 


嫁 


層 TM 1 または I 国 盾剛刚 付、 \ 
W で使えると表示しているものも含が 


底が平5なお状 


X 


X 


平5な底の直 

径12〜 26 cm 

のちの 


巧ち出し鍋は変あ 
したり义加';弱く 
なったりする場合 
び械ます 


X 


超耐熱ガラス 
は使えます 


平5な底の直 

I 径12〜 18 cm 

のちの 



自動調理(湯わかし、炊飯）には、必ず 眉 □問 I または I 冨 招剛邮 
付の鍋で次のものを使用してください。 

※下記 iU 外のやかんや鍋を使用すると、自動調理（湯わかし、 
炊飯）び正しくでさません。 

自動湯わかし 

•鍋底の径び15〜 23 cm のわの 

•鍋底び平らなもの（鍋底の凹凸（反りや脚）1 mmii (下） 


自動湯わかし推奨ケトル に007年7月現祖品名：ケトル 
型式：106346《希望ル売価格：101500円(税抜1日,日日日円) 



1 8-0 タイプ 

(磁石びつく） 


18-8 

18-10タィプ 

(磁石びつかない) 


間に鉄をはさんで 
いるタイプ(磁石び 

つ <) 


間にアルミや銅を 
はさんでいるタイ 
プ(磁石びつかない) 



慶溫ヴイタで使えるフライパンについて 


(1 温 ヴィン ) のげめもの.ステ-わ ( Z ユ-では、必ず I 琶 D 刚 または 層 盾 M 問 I 
付のフライパンでなのものを使用してください。 

参底の径び18〜 26 cm 、 底の厚さ1 .5 mmlU 上のもの 
•底び平らなもの値の凹凸（反りや脚） ImmiU 下） 


推奨フライパン （2 日日7年7月現在） 

品名：フライパン型式：1日6865《 
希望ル売価格：]1，55日円（税抜]1，000円) 


眉圓 または 團 ffl 。 &化 


ほえる細などを準備する 


銅の巧質とおがで、使える〇使えない X をお認ずる 


• IH ヒーターには、財団法人製品ち全協会の ml I 刚 または I 恒問。 D 問 I マークの付いた鍋をおすすめします。 

(鍋の説明書をよくお読みになり鍋に適した火力で使用するなど正しく安全にお使いください。） 


mmsmM ホ-□-加工した鍋を使うときは、空だきをしたり、焦げ〕かせ 
ないようにま意してください。（トッププレ-卜を破損する原因） 


左•ち ヒーター 中巧 ヒーター 


鉄•鉄錶物•鉄ホー □ 一 


易げもので使える鍋について 


揚げものは、必ず付属の天ぷ5鍋をお使いください。 

付属の天ぷら鍋外を使用すると、 
火災の原因になります。 



上記じ(外のフライパンを使用すると、 
油が過熱され発火する恐れがあります。 


推奨フライパン（2007年7月現在） 

品名：フライパン （7 層フッ素加工）型式： LF -24《 
希望ル売価格： 26,250円（税抜2己，000円） 


推奨いため鍋に007年7月現在） 

品名：いため鍋型式：]日6834《 

希望ル売価格：12,600円（税抜12,000円) 


自動調理湯わかし、炊飯で使える鍋について 


び超力り 

さを火な 

厚 m とく 

の m る弱す 

底1えびま 


ステンレス を層鍋 

巧質 


さる、変 

はいでび£ 

にで質力^ 

間ん材乂ゎ 


X 


2 


•綱凶— ちヒ-夕-で説明しています。（左•ちどちらのヒ-夕-でも確認できます。） 






確認する鍋に水（約200 mL ) を入れ、 
IH ヒーターの 中央に置く 


電源 

の/入 


を r ピッ」と鳴るまで押し、 


〇 

電ミ原ランプを点!打させる 

の 

で， を押し 

ランプを点!打させる 


ス吳卜 


を約1秒押し、 通雷する 


义力表示を見る 


n 


〇 


確認び終わったら 

を押し、 通電を切る 


スタ切-卜 


続けて使わないとさは 

口 _ 

を押し、 電源を切る 


電源 

切/入 




を押してから^を押しても通電でさます。 


ffi える銅、 ffi えない銅の表お 


使える鍋は 

乂カバーが点'打し、加熱が スタート しまず。 


火カパー 


パー」 


n 


使えない鍋は表示部び赤に変わり、乂力 
バーび交互に点なし r 鍋確認」を表示する。 


1111114 


n 



「鍋確認」表示 一 


111111 


n 



約3日秒後にブヴーび鳴り、表示び消え、自動的に通 
電を停止します。 



>トッププレートの温度び約8〇む1^^(下になるまで r 高 
温ま意」 表示をします。 


1 




13 


中乂 


適温サイン 


IH ヒーターで、使える〇使えない X を確認ずる 



使える鍋などを準備する 








































































































































